
Ｈ30年度の研修概要１

◇H30年度受講者：22人
〈内訳〉・市町村職員：16人

・住民団体等： 6人

◇研修講師：山梨大学生命環境学部
地域社会システム学科
大山 勲 教授



Ｈ30年度の研修日程２

No 研修内容 日時

第１回
「課題：自分の好きな風景」

についてワークショップ
景観の基礎

H30.6.19 （火）10:00～16:30

第２回
景観まちづくりの基礎

県内現地講習（山中湖）
H30.7.9 （月）10:00～16:30

第３回 近県現地講習（松本市） H30.8.27 （月）10:15～15:00

第４回 近県現地講習（妻籠） H30.9.10 （月）11:00～15:00

第５回 県内現地講習（忍野村） H30.10.22 （月）13:30～15:30

第６回 第7回課題発表に向けた活動 H30.11.5 （月）10:00～15:00

第７回
「山中湖村山中地区へのアイ
デア提案」の発表及び地域住

民とのディスカッション
H30.12.10 （月）10:00～15:30



研修（第１回）の内容３
1.「課題：自分の好きな風景」について、班に分かれてワークショップ

⇒写真を使い、風景のジャンル分けを行うことで、
『良い景観』の定義を探る。

2.各班発表
⇒講師から講評（良い景観に規則性がある）

3.景観の基礎について 座学



研修（第２回）の内容４
1. 景観まちづくりの基礎
2. 課題発表『山中湖村山中地区を盛上げるため

のアイデア提案』
3. 山中湖村の現地視察

平野地区 ⇒ 長池地区 ⇒ 山中地区



研修（第３回）の内容５

豊富な舗装デザイン協働による街なみ環境整備事業
1.歩いてみたい城下町整備事業

（中町、お城下町、お城東、中央東、お城周辺）

2.まちなみ修景事業
3.水めぐりの井戸整備事業

現地研修『松本市の景観まちづくり』

歩いてみたい城下町整備事業

【事業計画づくり】
・松本城周辺の5地区各々の地区の

特徴をふまえ、地区間を連携。何
度もワークショップを行った。

整備方針の策定

協働とは市民と行政が一緒にやること自体に
協働の意味はない。
『目的を共有する』ことが、協働の大前提

整備計画の策定・まちづくり協定等

地区施設の整備・住宅等の整備
（道路、集会所、公園等） （修景施設に補助）

行政の取組み
市民の関心
市民の取組み

両者の目的を
つなげる
人・取組み

【協働の視点】

修景

水めぐりの井戸整備事業

松本市景観計画によるお城周辺の高さ規制

【松本城からの眺望】

【変電ボックス】 【花の飾り】

【中町通り】



研修（第４回）の内容６

妻籠宿のまちづくり
1.まちあるき
2.妻籠宿の歴史と取組について
（住民憲章、電柱移転、観光客調査）
3.小林さんによる講演

現地研修『妻籠宿の景観まちづくり』

妻籠を愛する会の活動

設立５０年となるこの会は、税金のかからない村役場をモッ
トーに町役場からの補助金に頼らず、自らの利益で町並整備・
管理を行っている。住民も町役場でなく、まず会に相談に行く
という。これらの自治を可能にしているのは、会が指定管理や
駐車場経営など、収入を得ているからである。

住民憲章

古民家の町並みを残すために「売
らない、貸さない、こわさない」
という妻籠宿保存の約束事を同会
がつくった。この活動により、本
物の町並みが残り、地域としての
ブランドを確立している。

10年後を見据えたまちづくり

観光客入数調査や訪問目的調査を行い、観光客
の要望に対する対応を行っている。現在では、
海外観光客へのプロモーションを行い、今後の
町の方針を進めている。

電柱の移設

地中化ではなく、観光のメインとなる通りか
ら見えない位置に移転した。50年近く前の
話であり、先進的な取組みであった。

移転された電柱



研修（第５回）の内容７

1.景観形成モデル事業
2.世界文化遺産景観形成支援事業

→各種事業による修景事例の視察（景観づくり推進室 金山技師）

現地研修『忍野村における景観づくり』



研修（第６回）の内容８

課題『山中湖村山中地区を盛り上げるためのアイデア提案』
①今ある地域資源を活かすアイデア（ソフト）
②資源を改善して活性化するアイデア（ハード）
③①、②を活かすための地域の取組みやシステムのアイデア
以上の提案を発表するための準備、途中経過発表



研修（第７回）の内容１０

課題『山中湖村山中地区を盛り上げるためのアイデア提案』発表
各班 発表 ２０分
地域住民（やまなかまちづくり実行委員会）質疑 ５分

研修で培った知識、経験を基に
実際にまちづくり活動に取組んでいる地域へアイデアを提案


